
予算の状況
（単位:百万円）

115181

執行率 70% 81% 80%

144

総事業費(執行ベース) 127 153 115

130

153 115

事業番号 346

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(厚生労働省)
予算事業名 作成責任者事業開始 昭和３８年度麻薬覚せい剤等対策費
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　一部改善（執行状況を予算要求に反映）

　ここ数年、不用が生じており、予算と執行の乖離の要因を精査し、予算の縮減を図るべきである。

予
算
監
視
・
効
率
化

チ
ー
ム
の
所
見

・大麻・けしに関するパンフレットについては、記載内容をさらにわかりやすくするよう、研究者以外にも意見を聞いて見
直しを図る。
・違法ドラッグについては、次々と新しい物質が報告されており、対策の拡充が必須ではあるが、他国の知見・類似物
質の情報等を活用することにより、効率的な執行を実施する。
・各種会議については、会場借料などの費用負担がかからない会場を選定するなどの見直しを行い、経費の削減等を
検討する。
・麻薬製造等免許・許可電子台帳システムについては、リースの契約終了（平成２５年）に合わせ、効率的に業務が実
施できるよう見直すとともに、契約内容等も再検討を実施する。

・不正大麻・けし撲滅運動については、運動に必要なポスター・パンフレットを印刷し、都道府県等に送付を行う経費で
ある。
・麻薬・覚せい剤乱用防止国民運動地区大会については、大会開催について企画競争により効率化を図るとともに、
地方厚生局には運動に要する実費を支出委任したものである。
・違法ドラッグに関する啓発については、インターネット上での意識調査、インターネット上に違法ドラッグの啓発を行う
ためのページ作成等をするに当たり、専門の事業者を選択することにより効率化を図ったものである。
・違法ドラッグの麻薬指定調査、分析・買上調査、鑑定法整備については、国立精神・神経センター、国立医薬品食品
衛生研究所に支出委任することにより、効率的に実施したものである。
・麻薬製造等免許・許可電子台帳システムの維持管理については、システムの運用に関して入札により業者を選定
し、効率化を図ったものである。
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19年度 20年度 21年度

執行額

予算額(補正後）

22年度 23年度要求

１・麻薬取締職員研修の開催（３週間、麻薬取締職員、都道府県職員、関係省庁の職員６４人が参加。）
　・麻薬取締協議会・職員会議への出席（全国７ブロックで関係省庁等３５０人が参加）
２・不正大麻・けし撲滅運動の実施
　　（ポスター、リーフレットの配布（都道府県他59カ所）、麻薬取締部による大麻・けし除去作業）
３．麻薬・覚せい剤乱用防止運動地区大会の開催（６か所）
４・違法ドラッグに関する意識調査、インターネット上のポータルサイトを利用した違法ドラッグに特化した乱用防止啓
発事業
　・国際麻薬統制委員会(INCB)等により作成された年次報告等の翻訳版の配布（地区厚生局麻薬取締部、関係省庁
等）
５・薬物中毒対策連絡会議の開催（全国６ブロック、麻薬取締官、都道府県麻薬取締職員、麻薬中毒者相談員、関係
機関職員等が参加）
　・再乱用防止対策講習会の開催（全国６ブロック、麻薬取締官、都道府県麻薬取締職員、麻薬中毒者相談員、関係
機関職員、一般市民が参加）

６・国内産あへんの適正管理業務の実施
　・麻薬製造等免許・許可電子台帳システムの維持管理
　・都道府県に対する委託事業として、平成２１年度指定薬物の分析実施要領に基づき違法ドラッグ買上・分析（１７都
道府県）、平成２１年度指定薬物標準品合成及び及び分析法開発等事業実施要領に基づき、指定薬物標準品合成
（３４都道府県）、平成２１年度国庫帰属麻薬等処分実施要領に基づき、覚せい剤対策（３５都道府県）を実施。
　・国立医薬品食品衛生研究所への業務委託として、違法ドラック分析法等の調査、買上調査による成分分析を実
施。
　・国立医薬品食品衛生研究所及び国立精神・神経センターへの業務委託として、違法ドラック麻薬指定の調査を実
施
　・国立医薬品食品衛生研究所への業務委託により、乱用薬物鑑定法整備を実施。
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会計区分
根拠法令
（具体的な

条項も記載）

担当課室 監視指導・麻薬対策課
上位政策

課長　國枝 卓医薬食品局
一般会計

担当部局庁
－

関係する計
画、通知等

厚生労働省組織令第５２条
第３次薬物乱用防止５か年戦略

不正大麻・けし撲滅運動実施要綱
麻薬・覚せい剤乱用防止運動実施要綱

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

１．地方厚生局麻薬取締部及び都道府県における麻薬取締行政職員に対する研修
２．野生大麻・けしの除去
３．国民運動として開催する麻薬・覚せい剤乱用防止運動の地区大会開催
４．違法ドラッグの分析、乱用薬物の鑑定法整備
５．再乱用防止対策講習会の開催等

麻薬・覚せい剤等の危害を一般に周知するとともに、その撲滅を行う。また、違法ドラッグの新たな成分指定に必要な
分析等を行うとともに、違法ドラッグ等の撲滅を図る。

実施状況



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかにつ
いて補足する)
(単位:百万円)

・麻薬取締職員研修

厚生労働省

0.02百万円

研修講師

0.02百万円

講師謝金

【随意契約】

Ａ．大和総合印刷（株）

２百万円

・不正大麻・けし撲滅運動

厚生労働省

２百万円

【随意契約】

協新流通デベロッパー（株）

０．３百万円

【支出委任】

地方厚生局 ０．３百万円

（内訳） 上位１０者

東北 ０．２百万円

北海道 ０．１百万円

・麻薬・覚せい剤乱用防止国民運動地区大会

Ｂ （株）コンベンショ

ンリンゲージ

７．７百万円

神奈川大会の企画・

運営一式

厚生労働省

１５百万円

麻薬・覚せい剤乱用防止国民運動地区大会の開催

【支出委任】

地方厚生局 ７．８百万円

（内訳） 上位１０者

Ｃ．近畿厚生局 ２．５百万円

東海北陸厚生局 １．８百万円

九州厚生局 １．５百万円

東北厚生局 １．２百万円

四国厚生支局 ０．９百万円

麻薬・覚せい剤乱用防止国民運

【企画競争入札】

・違法ドラッグに関する啓発等

厚生労働省

３百万円

マイボイスコム（株） ０．９百万円

（株）クオラス ０．９百万円

違法ﾄﾞﾗｯｸﾞ乱用防止啓発広告ﾃﾞｻﾞｲﾝ作

（株）朝日広告社 ０．８百万円

インターネット上のポータルサイトを利用

した違法ドラッグ乱用防止啓発

・違法ドラック麻薬指定の調査

厚生労働省

１３．５百万円

Ｄ．（内訳）

国立精神・神経センター １０百万円

国立医薬食品衛生研究所 ３．５百万円

違法ドラック麻薬指定の調査

【支出委任】

あへん取締事務費交付金

厚生労働省

０．１百万円

（内訳）

北海道 ０．００６６百万円

高知県 ０．０６百万円

岡山県 ０，００８百万円

違法ドラック分析法等の調査、買上調査による成分分析

厚生労働省 ２３百万円

Ｅ．国立医薬品食品衛生研究所 ２３百万

【支出委任】

乱用薬物鑑定法整備

厚生労働省 １百万円

Ｆ．国立医薬品食品衛生研究所

１百万円

乱用薬物鑑定法整備

【支出委任】

厚生労働省 ３．２百万円

麻薬・覚せい剤対策

都道府県 １．４百万円

（内訳） 上位１０者

兵庫県 ０．４７百万円

大阪府 ０．１８百万円

宮城県 ０．１５百万円

山口県 ０．０９百万円

富山県 ０．０６百万円

徳島県 ０．０６百万円

大分県 ０．０５百万円

和歌山県 ０．０４百万円

新潟県 ０．０４百万円

【委託】

違法ドラッグ買上・分析

都道府県 ０．４百万円

（内訳） 上位１０者

石川県 ０．０６百万円

高知県 ０．０５百万円

栃木県 ０．０５百万円

北海道 ０．０４百万円

兵庫県 ０．０３百万円

大阪府 ０．０３百万円

長野県 ０．０３百万円

滋賀県 ０．０３百万円

長崎県 ０．０３百万円

【委託】 【委託】

指定薬物標準品合成

都道府県 １．４百万円

（内訳）

山口県 ０．０９百万円

秋田県 ０．０８百万円

鹿児島県 ０．０８百万円

栃木県 ０．０８百万円

愛媛県 ０．０７百万円

富山県 ０．０７百万円

福岡県 ０．０７百万円

熊本県 ０．０７百万円

大分県 ０．０７百万円

麻薬製造等免許・許可電子台帳システムの維持管理

厚生労働省 ８．４百万円

Ｇ 日本ユニシス（株）

８．２百万円

ネットワークサービス一式

【入札】【入札】

ＪＡ三井リース（株）

０．２百万円

機器借料

都道府県への委託事業

うち事務費

４５百万円



A.大和総合印刷（株） Ｄ．Ｅ．国立医薬品食品衛生研究所

雑役務費

使　途 金　額
(百万円）

調査機器 13

人材派遣、機器保守料 10

印刷製本費 ポスター、パンフレットの印刷 2 物品購入費

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目

2

電気料金、ガス料金 2光熱費

外部委託

計計 2

分析・調査

B　（株）コンベンションリンゲージ F.国立医薬品食品衛生研究所

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

27

技術補助員 1

光熱水料 電気料金、ガス料金

分析機器物品購入費 0

0

雑役務費
麻薬・覚せい剤乱用防止運動神奈川大会
の企画・運営一式 8 人件費

1

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

計 8 計

C.近畿厚生局 G.日本ユニシス（株）

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

謝金 司会者、ホールスタッフ、講師等
謝金

1

物品購入費 マグネット、エコバッグ、たすき等 1 通信運搬費 ネットワークサービス一式 8

印刷製本費 プログラム、チラシ等

使用料 会場、設備使用料 0

0

その他 雑誌掲載料、駐車場代、運搬費 0

金　額
(百万円）

費　目

8

D.国立精神・神経センター H.

計 2 計

使　途 金　額
(百万円）

物品購入費 分析機器 10

費　目 使　途

0計 10 計


